15分前学習（前期の位相数学序論の復習を兼ね）１

X, Y を集合とし、M, N をそれぞれ X, Y の部分集合とする。
一般に、関数 f : X → Y  ( X から Y への関数 f ) について、
f(M) = {f(x)| x ∊ M}　(M の f による像)、
 = { x | f(x) ∊ N} (N の f による逆像)
 (注：上付きの－1はインヴァ―スと読む)
と定める。
　更に、y ∊ Y に対し、
　　 = { x | f(x) =y} (y の f による逆像)
と定める。
　a＜b のとき、閉区間 [a,b] = {t | a ≦ t ≦ b}  (注：つまり、境界含む)
開区間 (a,b) = {t | a < t < b}  (注：つまり、境界含まず)
と定める。
（このプリントでは記号 (a,b) を座標の意味で用いてないので注意して下さい。）

以下を、``[a, b]’’ や ``(a, b)’’ や ``[a, b] ∪ [c, d]’’ や ``(a, b) ∪ (c, d)’’ や
``∅’’ や ``p’’ などの形で答えよ。・・・ただし、（０）（12）は除く

（記法（補足）：
N:自然数全体の集合、Z:整数全体の集合　Q:有理数全体の集合
[bookmark: _GoBack]R:実数全体の集合、C:複素数全体の集合）

（０）まず関数 f: R → R を y = f(x) = x² でもって定める。この関数のグラフを描け。







（１）f(0)　　　　　　　　　　　　　　　　（２）f(1)

（３）f(－2)

（４）f([1, 2])　　　　　　　　　　　　　　（５）f((-1, 2))


（６）f ⁻¹([1, 4])　　　　　　　　　　　　　

（７）f ⁻¹([－2, －1])


（８）f ⁻¹(0)　　　　　　　　　　　　　　（９）f ⁻¹(1)

（10）f ⁻¹(4)　　　　　　　　　　　　　　（11）f ⁻¹(－1)

（12）f ⁻¹(y) は何個の要素（元）からなるか。yの値による場合分けで答えよ。




（13）f([-2,1]∩[-1,2])

（14）f([-2,1])∩f([-1,2])



注意： (13),(14)の様に、一般に、f(A⋂B) ⊆ f(A)∩f(B)である。
